
きょうの行楽地

指数情報(項目は季節で変わります)

日の出入(宮城標準)

月の出入 (同)

満潮 (鮎川港)

干潮 (同)

仙台 気温24/16℃ 降水確率10％

古川 気温25/16℃ 降水確率10％

石巻 気温23/16℃ 降水確率10％

白石 気温26/14℃ 降水確率10％

あすのこよみ 週間予報（仙台）

きのうの気温

波の高さ (鮎川港)

宮城・女川遺族建立の石碑移設

仙台支局

薬薬薬薬薬薫

薰薰薰薰薰 薯
薮
薮

薭
広 告 は

薬薬薬薬薬薫

薰薰薰薰薰 薯
薮
薮

薭
折 込 は

薬薬薬薬薬薫

薰薰薰薰薰 薯
薮
薮

薭
購 読 は

〒980-0012

仙台市青葉区錦町１の５の１

0222225972 ＦＡＸ0222226048

石巻通信部

0222225972 ＦＡＸ0225238581

毎日広告社仙台
0222654111

ケンオリ
仙台営業所
0222176766

0120468012

仙台中央2229381 仙台西2229381
長 町2632541 南小泉2632541
塩 釜3621474 石 巻 959888
古 川 220604 原の町2563636
多賀城3621474 気仙沼 220202
岩 沼 223538 白 石 262553

薬薬薬薬薬薫

薰薰薰薰薰 薯
薮
薮

薭
Ｅメール

＠

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薫

薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰 薯

薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮

薭

栗駒山 気仙沼魚市場
21/10℃
50％

23/15℃
10％

―――――――――――――――
松島 蔵王

23/15℃
10％

25/12℃
10％

■かさ指数

雨や雪の降りやすさの予測に基づ

いた情報。降られては困る時の目

安に。

レベル１＝必要なし

レベル２＝折りたたみ傘を

レベル３＝長傘が安心

レベル４＝傘は必須

莢莢莢莢

莢莢莢莢
天気

のち 一時・時々 ５㍉以上

正午の風向き ５㍉未満

19/15℃
80％

20/14℃
80％

18/14℃
80％

19/14℃
80％

５月 日 旧４月 日

〈赤口〉 中潮

月齢26.3

4:17
18:50

2:30
15:41

1:02
14:18

7:46
19:29

６ ９ 時 あすの予報

６ ９ 時 あすの予報

６ ９ 時 あすの予報

６ ９ 時 あすの予報

日
(土)

25/14℃
30％

日
(日)

28/15℃
20％

日
(月)

21/15℃
30％

日
(火)

21/14℃
50％

１日
(水)

25/15℃
40％

仙 台23.9/14.3℃

気仙沼21.5/11.8℃

古 川26.6/13.4℃

石 巻21.7/15.9℃

白 石25.3/11.4℃

丸 森23.5/10.7℃
(記録は 時まで)

きょう1.5㍍ あす1.5㍍のち3.0㍍
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新
規
感
染
487
人
ク
ラ
ス
タ
ー
２
件

宮
城
県
と
仙
台
市
は

日
、
新
た
に
４
８
７
人
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
を
確
認
し
た
と
発
表
し

た
。
県
内
の
感
染
者
は
計

８
万
４
８
８
８
人
と
な
っ

た
。
死
者
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
。

居
住
地
別
で
は
、
仙
台

市
３
１
８
人
、
名
取
市

人
、
多
賀
城
市

人
、
大

和
町

人
、塩
釜
市

人
、

大
崎
市

人
、
亘
理
町

人
な
ど
。
年
代
別
で
は

歳
未
満
１
０
０
人
、

代

人
、

代

人
、

代

人
、

代

人
、

代

人
、

代
以
上

人
だ

っ
た
。
仙
台
市
内
の
保
育

施
設
２
カ
所
で
新
た
な
ク

ラ
ス
タ
ー（
感
染
者
集
団
）

の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
。

県
内
の
確
保
病
床
に
入

院
し
て
い
る
の
は

人

で
、
病
床
使
用
率
は

・

１
％
。
そ
の
う
ち
重
症
者

は
１
人
で
、
重
症
者
用
病

床
の
使
用
率
は
１
・
８
％

だ
っ
た
。

【
武
内
彩
】

東
北
２
次
予
選
熱
戦
へ

６
月
３
日
か
ら

組
み
合
わ
せ
決
ま
る
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Ｊ

Ｒ

盛

岡

オ
ー
ル
い
わ
き
ク
ラ
ブ

Ｄ
３
日

県

き
ら
や
か
銀
行

七

十

七

銀

行

エ
フ
コ
ム
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

日
本
製
紙
石
巻

Ｊ

Ｒ

秋

田

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本

Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北

弘
前
ア
レ
ッ
ズ

水
沢
駒
形
野
球
倶
楽
部

Ｔ

Ｄ

Ｋ

Ａ
３
日
９

市

Ｂ
３
日

市

Ｆ
４
日

県

Ｃ
３
日
９

県

Ｈ
４
日

市

Ｅ
４
日
９

県

Ｉ
６
日
９

市

Ｇ
４
日
９

市

Ｊ
６
日

市

Ｋ
８
日

市

第１代表 第２代表

第 回都市対抗野球２次予選東北大会

県
‖
荘
内
銀
行

日
新
製
薬
ス
タ
ジ
ア
ム
(
山
形
県

中
山
町
)

市
‖
き
ら
や
か
ス
タ
ジ
ア
ム
(
山
形
市
)

会
場

(
山

形
)

(
宮
城
３
)

(
福
島
１
)

(
宮
城
２
)

(
秋
田
２
)

(
岩
手
１
)

(
宮
城
１
)

(
青

森
)

(
岩
手
２
)

(
岩
手
３
)

(
福
島
２
)

(
秋
田
１
)

移
設
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
見
つ
め
る
高
松
康
雄
さ
ん

（
手
前
）
と
田
村
孝
行
さ
ん

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
、
七
十
七
銀
行
女
川
支

店
（
宮
城
県
女
川
町
）
に
勤
務
し
て
い
た
家
族
を
亡

く
し
た
遺
族
ら
は

日
、
町
内
に
建
立
し
て
い
た
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
（
石
碑
）
を
、
支
店
跡
地
に
近
い
新
た

な
場
所
に
移
設
し
た
。
６
月

日
に
お
披
露
目
と
記

念
植
樹
の
会
を
開
き
、
鎮
魂
の
願
い
と
震
災
の
教
訓

を
未
来
へ
つ
な
ぐ
新
た
な
拠
点
と
し
て
再
出
発
す

る
。

【
百
武
信
幸
】

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
移
設
作
業
を
見
守
る
遺
族
ら
‖
い
ず
れ
も

宮
城
県
女
川
町
で

同
支
店
は
２
０
１
１
年

の
震
災
で
最
大
約

㍍
の

津
波
に
襲
わ
れ
、
行
員
ら

は
銀
行
の
指
示
で
２
階
建

て
店
舗
の
屋
上
に
避
難

し
、
４
人
が
死
亡
、
８
人

が
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

遺
族
ら
は
支
店
跡
地
に
慰

霊
の
花
壇
を
設
置
し
、
な

ぜ
目
の
前
の
高
台
へ
避
難

し
な
か
っ
た
の
か
、
原
因

究
明
と
再
発
防
止
を
願

い
、
語
り
部
活
動
を
続
け

て
き
た
。
そ
の
後
、
復
興

工
事
の
影
響
で
花
壇
を
町

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
下
の

町
有
地
に
移
設
。
そ
の
場

所
に
２
０
１
５
年
３
月
、

石
碑
を
建
立
し
た
。

碑
に
は
銀
行
の
制
服
を

着
た
男
女
が
彫
ら
れ
、「
命

を
守
る
に
は
高
台
へ
行
か

ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
の
教
訓

や
「
語
り
継
ぐ
命
」
と
の

決
意
も
刻
ま
れ
た
。
多
く

の
人
が
手
を
合
わ
せ
に
訪

れ
、
遺
族
に
と
っ
て
も
大

き
な
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
だ

っ
た
。
た
だ
復
興
工
事
が

ほ
ぼ
完
了
し
町
に
土
地
を

返
す
こ
と
に
な
り
、
遺
族

ら
は
支
店
跡
地
に
も
近

い
、
約
１
６
０
㍍
海
側
の

民
有
地
を
買
い
取
っ
て
移

設
す
る
こ
と
に
し
た
。

日
は
、
遺
族
３
人
が

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
作
っ
た

彫
刻
家
の
平
泉
正
司
さ
ん

‖
同
県
川
崎
町
‖
ら
と
と

も
に
、
移
設
作
業
に
汗
を

流
し
た
。
建
立
時
は
町
の

復
興
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
、
設
置
場
所
（
海

抜
約

㍍
）
か
ら
銀
行
跡

地
を
見
下
ろ
せ
た
が
、
そ

の
後
跡
地
周
辺
が
８
㍍
か

さ
上
げ
さ
れ
、
ほ
ぼ
同
じ

高
さ
に
。
行
員
だ
っ
た
長

男
健
太
さ
ん（
当
時

歳
）

を
亡
く
し
、
碑
の
前
で
語

り
部
活
動
を
続
け
て
き
た

田
村
孝
行
さ
ん
(

)
は

「
最
初
は
こ
こ
に
立
て
ば

息
子
に
会
え
る
と
の
思
い

が
あ
っ
た
が
、
今
は
息
子

と
妻
と
３
人
、
一
緒
に
活

動
し
て
い
る
気
持
ち
で
、

時
間
と
心
の
変
化
を
感
じ

る
」
と
振
り
返
っ
た
。

午
前
中
の
作
業
で
瞬
く

間
に
碑
の
取
り
外
し
が
終

わ
り
、
姉
の
美
智
子
さ
ん

（
同

歳
）
を
亡
く
し
た

丹
野
恵
子
さ
ん
(

)
は
、

碑
が
あ
っ
た
場
所
に
感
謝

を
伝
え
る
よ
う
に
丁
寧
に

ほ
う
き
で
掃
き
「
終
わ
っ

ち
ゃ
っ
た
ね
」
と
つ
ぶ
や

い
た
。

新
た
な
場
所
は
、
普
段

は
穏
や
か
な
海
が
見
渡

せ
、
碑
の
背
後
に
は
上
れ

ば
助
か
っ
た
高
台
が
見
え

る
。
行
方
不
明
の
妻
祐
子

さ
ん
（
当
時

歳
）
を
捜

す
高
松
康
雄
さ
ん
(

)
は

「
落
ち
着
い
た
場
所
に
動

か
せ
て
ほ
っ
と
し
た
。
新

し
い
場
所
で
は
ま
た
新
し

い
出
会
い
が
あ
る
だ
ろ
う

し
、
碑
を
見
た
人
が
、
こ

こ
で
の
出
来
事
を
知
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
」

と
話
し
た
。
後
世
へ
引
き

継
ぐ
願
い
を
込
め
、
６
月

日
の
お
披
露
目
会
で

は
、
地
元
の
子
供
た
ち
に

植
樹
を
し
て
も
ら
う
と
い

う
。

銀行支店跡地近く背後には高台

第

回
都
市
対
抗
野
球

２

次

予

選

東

北

大

会

（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
東
北
地
区

連
盟
、
毎
日
新
聞
社
主
催
）

の
組
み
合
わ
せ
抽
選
会

が

日
、
山
形
市
で
あ
っ

た
。大

会
は
６
月
３
〜
９

日
、
山
形
市
の
き
ら
や
か

ス
タ
ジ
ア
ム
と
中
山
町
の

荘
内
銀
行
・
日
新
製
薬
ス

タ
ジ
ア
ム
や
ま
が
た
で
開

か
れ
る
。
東
北
６
県
の
計

チ
ー
ム
が
敗
者
復
活
の

あ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
、

７
月

日
に
東
京
ド
ー
ム

で
始
ま
る
本
大
会
へ
の
出

場
２
枠
を
争
う
。
Ｊ
Ａ
Ｂ

Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従

い
、
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
、
有
観
客
で
鳴
り
物

応
援
の
復
活
も
予
定
し
て

い
る
。

前
回
東
北
代
表
を
勝
ち

取
っ
た
２
チ
ー
ム
は
２
回

戦
か
ら
登
場
。
第
１
代
表

の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北
（
宮

城
第
１
代
表
）
は
弘
前
ア

レ
ッ
ズ
（
青
森
代
表
）
と

水
沢
駒
形
野
球
俱
楽
部

（
岩
手
第
２
代
表
）
の
勝

者
と
、
第
２
代
表
の
Ｔ
Ｄ

Ｋ
（
秋
田
第
１
代
表
）
は

Ｊ
Ｒ
盛
岡
（
岩
手
第
３
代

表
）
と
オ
ー
ル
い
わ
き
ク

ラ
ブ
（
福
島
第
２
代
表
）

の
勝
者
と
そ
れ
ぞ
れ
対

戦
。
開
催
地
の
山
形
代
表

の
き
ら
や
か
銀
行
は
２
回

戦
で
、
七
十
七
銀
行
（
宮

城
第
３
代
表
）
と
エ
フ
コ

ム
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
福
島
第
１
代
表
）
の
勝

者
と
対
戦
す
る
。

【
横
田
信
行
】

藝

青
森
市
は
、
青
森
県
出
身

で
声
優
と
し
て
活
躍
す
る
三

上
枝
織
さ
ん
を
観
光
大
使

に
委
嘱
し
た
。
今
後
、
広
報

番
組
へ
の
出
演
や
、
イ
ベ
ン

ト
企
画
を
共
同
で
行
う
な

ど
し
て
幅
広
い
世
代
に
市
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
く
方
針

だ
。

日
に
青
森
市
役
所
で
委

嘱
式
が
あ
り
、
小
野
寺
晃
彦

市
長
が
委
嘱
状
を
読
み
上

げ
、
観
光
大
使
と
し
て
の
名

刺
や
市
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
手
渡
し
た
。
三
上
さ
ん
は

北
津
軽
地
方
出
身
だ
が
、

昨
年
、
青
森
市
の
広
報
特

番
に
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
参
加

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
本
人
か
ら
も
申
し

出
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
今
回

の
観
光
大
使
就
任
が
実
現
し

た
。懇

談
の
場
で
は
、
小
野
寺

市
長
が
「
地
域
創
生
に
声
優

が
起
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
そ
う
い
う
機
会
も

作
れ
た
ら
と
思
う
」と
提
案
。

三
上
さ
ん
も
「
盛
り
上
げ
て

い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
応
じ
、
「
ア
ニ

メ
関
係
の
方
々
に
も
、
私
を

窓
口
と
し
て
青
森
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

三
上
さ
ん
は
「
進
撃
の
巨

人
」
シ
リ
ー
ズ
や
、
弘
前
市

を
舞
台
に
し
た
「
ふ
ら
い
ん

ぐ
う
ぃ
っ
ち
」
な
ど
の
テ
レ

ビ
ア
ニ
メ
で
声
優
と
し
て
活

躍
を
続
け
て
い
る
。

【
江
沢
雄
志
】

声優の三上さん観光大使に

青森市の小野寺晃彦市長から観光大使の

委嘱状を受け取り、記念撮影に応じる声

優の三上枝織さん（左）‖青森市役所で

青森県出身市の魅力発信へ

アワビの稚貝の個数を確認しながら作業する岩

手県栽培漁業協会の従業員‖岩手県大船渡市で

山
形
・
鶴
岡
天
神
祭

「
化
け
も
の
」
に
扮
（
ふ
ん
）
し
た
市
民
が
う
ち

わ
な
ど
を
配
っ
て
歩
い
た
‖
山
形
県
鶴
岡
市
で

山
形
県
鶴
岡
市
で

日
、
菅
原
道
真
を
ま
つ
る

鶴
岡
天
満
宮
の
例
祭
「
鶴

岡
天
神
祭
」
が
あ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
実
施
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
パ
レ
ー

ド
が
３
年
ぶ
り
に
中
心
市

街
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、

６
校
の
小
学
生
ら
約
７
２

０
人
が
参
加
し
た
。

編
み
が
さ
を
か
ぶ
り
手

ぬ
ぐ
い
で
顔
を
隠
し
た
名

物
「
化
け
も
の
」
が
、
無

言
で
地
酒
や
ジ
ュ
ー
ス
を

勧
め
る
恒
例
の
振
る
舞
い

は
せ
ず
、
代
わ
り
に
地
元

酒
蔵
が
製
造
し
た
消
毒
用

ア
ル
コ
ー
ル
で
沿
道
の
見

物
客
の
手
指
を
消
毒
し
た

り
、
う
ち
わ
を
配
っ
た
り

し
た
。
パ
レ
ー
ド
の
距
離

や
参
加
者
は
例
年
の
３
分

の
１
程
度
に
規
模
を
縮
小

し
、
コ
ー
ス
の
出
入
り
口

で
は
検
温
と
消
毒
を
徹
底

し
た
。

【
長
南
里
香
】

３年ぶりに「化けもの」

放
流
用
ア
ワ
ビ

稚
貝
を
初
出
荷

岩
手

11
万
1000
個

ア
ワ
ビ
の
漁
獲
量
日
本

一
の
岩
手
県
で

日
、
放

流
用
の
稚
貝
（
種
苗
）
が

初
出
荷
さ
れ
た
。
大
船
渡

市
の
県
栽
培
漁
業
協
会
が

約
１
年
か
け
て
育
て
た

万
１
０
０
０
個
を
県
内
の

２
漁
協
に
発
送
し
た
。
協

会
に
よ
る
と
、
親
貝
の
漁

獲
量
の
安
定
化
が
目
的

で
、
２
０
２
２
年
は
県
内

と
青
森
の

漁
協
に

年

よ
り

万
個
多
い
３
８
７

万
個
を
出
荷
す
る
予
定
。

こ
の
日
は
、
従
業
員
ら

人
が
水
槽
か
ら
体
長
２

・
５
㌢
に
成
長
し
た
稚
貝

を
網
で
す
く
い
、
個
数
や

重
さ
を
確
認
し
な
が
ら
１

０
０
０
個
ず
つ
箱
詰
め
し

て
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ん

だ
。
協
会
の
伊
藤
克
宏
専

務
理
事
は
「
稚
貝
は
順
調

に
育
っ
た
。
３
、
４
年
後

に
は
（
親
貝
に
な
り
）
漁

業
者
の
利
益
に
つ
な
が
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

岩
手
県
沿
岸
は
ア
ワ
ビ

の
餌
の
海
藻
が
豊
富
で
、

年
の
漁
獲
量
は
１
１
９

㌧
と
２
位
の
宮
城（

㌧
）

を
大
き
く
上
回
っ
た
。
稚

貝
は
親
貝
か
ら
採
卵
し
、

施
設
内
で
餌
や
水
温
を
管

理
し
な
が
ら
１
年
以
上
か

け
て
生
育
す
る
。

年
は

海
水
温
が
低
く
、
放
流
に

適
し
て
い
る
と
さ
れ
る

度
に
な
る
の
が
遅
れ
た
た

め
、
出
荷
も

年
よ
り
半

月
ほ
ど
ず
れ
込
ん
だ
と
い

う
。

【
奥
田
伸
一
】
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